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2006年度の決算概要20062006年度の決算概要年度の決算概要

（記載金額、比率は単位未満を切り捨て表示しております）
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２００６年度決算の総括
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臨時損益対前年＋３９億円
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金銭の信託運用損益：対前年▲２２億円

対前年４４億円減少の２２２億円
特別損益対前年▲８３億円

注：コア業務純益＝一般貸倒引当金繰入計上前の業務純益から国債等債券損益を控除
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億円

不良債権残高の推移
（金融再生法開示債権ベース）

不良債権と与信コストの状況
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※07/3与信コスト増加内訳
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主要勘定の状況（貸出金／有価証券）
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主要勘定の状況（預金／自己資本）
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連結決算の概要

損益の状況
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２００７年度通期業績予想（単体）
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当期純利益

対前年１３億円減少の４５５億円
資金利益対前年＋１３億円
役務取引等利益対前年＋５億円
経費対前年＋２５億円
人件費対前年＋１０億円、物件費対前年＋１３億円

対前年＋２１億円の３８５億円
与信コスト：対前年▲１８０億円
株式等関係損益：対前年▲１４６億円

対前年＋７億円の２３０億円

不良債権・与信コストの見通し
不良債権比率はお取引先の県内２極化の傾向を踏まえ、４％台での推移を見込む。

07年度の一般貸倒引当金は繰入・取崩ともにゼロ。与信コストは105億円を見込む。

《計画前提条件》 07／上 07／下
無担保コール 0.5% ～ 0.75%

３MTIBOR 0.7% ～ 1.0%
10年国債 1.9% ～ 2.1%
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前長期経営計画により得た財産前長期経営計画により前長期経営計画により得た財産得た財産
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前長期経営計画の計数成果

注：ＲＯＥの計算の分母は（期首＋期末）÷２ 方式

計数目標

ＲＯＥ

自己資本比率

コア業務純益

コア業務純益
ＲＯＡ

コア業務粗利益

ＯＨＲ

０３年度

６．３％

１１．２０％

４０４億円

０．７３％

６０．２％

長計目標

６％

１１％確保

４００億円

０．７％

５９％

０６年度実績

４．５％

１３．４５％

４６８億円

０．８２％

５５．４％

コア業務純益
本業の儲けを示すコア業務純益は

４６８億円を達成

コア業務粗利益OHR
安定した利益とそれに見合う経費
のコントロールにより、コア業務粗
利益OHRは目標を大幅にクリア

２００４年度～２００６年度
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５つの事業分野の成果

国内総貸出金 ２，２８４億円増加
（残高３９，７８１億円、県内シェア４０％）

個人ローン １，３０８億円増加
（残高９，２４７億円）

法人向けネットEB ５，２９６先増加

（契約先数１０，３１２先）
個人向けインターネットバンキング
３７，７７６先増加（契約先数７５，４１５先）

預金・貸出金・決済
事業（コア事業）

RAROC ２４．８％（07/3末）を確保
【RAROC＝部門損益／リスク量で算出】

オルタナティブ運用利回り ５．８６％確保

市場運用事業

システム販売実績 １８件

共同版システムへ当行含め５行移行完了

システム開発・販売事業
コンサルティング事業

法人「４０１K」導入企業１７９先

ビジネスマッチング成約件数２，３７８件

M&A成約実績３２件／収益２２４百万円

金融商品・サービス販売事業

個人投資型商品残高 ７，１４７億円
マネーアドバイザー３０名配置（１５名増加）

地銀トップ水準

地銀トップ水準

地銀トップ水準

強固な営業基盤を構築

地銀トップ水準
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経営戦略
（第２７次長期経営計画の取組み）

経営戦略経営戦略
（第２７次長期経営計画の取組み）（第２７次長期経営計画の取組み）
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第２７次 長期経営計画のビジョン

地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応

ビジネスモデルの進化

利用者の立場に立った
業務運営

高いコンプライアンス意識

職員一人一人がいき
いきはつらつ責任を持
ちスピーディに行動

人・組織風土の進化

確実・効率的で安心な
事務・システム、事務体制

先進的で誇れるシステム

事務・システムの進化

八十二銀行八十二銀行
８つの輝き８つの輝き

目指す企業像：日本の真ん中で 輝いている銀行

長野県内における強固な事業基盤（預金シェア３０％ 貸出金シェア４０％）
県内の強固な事業基盤をもとに、「企業価値」を高め持続的競争優位性を確保する
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長期経営計画（０７年度～０９年度）計数目標

注：TierⅠＲＯＥの計算の分母は（期首＋期末）÷２ 方式

２００７年度～２００９年度２００７年度～２００９年度計数目標計数目標

業務粗利益業務粗利益

コア業務純益コア業務純益

TierⅠＲＯＥTierⅠＲＯＥ

コア業務粗利益
ＯＨＲ

コア業務粗利益
ＯＨＲ

Tier1自己資本比率

（自己資本比率）

Tier1自己資本比率

（自己資本比率）

２００７年度

１，０６７億円

４５５億円

６．５％

５７．０％

９％台半ば

長計目標長計目標

１，１００億円１，１００億円

５００億円５００億円

７．０％７．０％

５５．０％５５．０％

１０．００％
（１２．００％）

１０．００％
（１２．００％）

２００９年度２００９年度
２００７年度

～

２００９年度

２００７年度
～

２００９年度
２００６年度実績２００６年度実績

１，０５８億円１，０５８億円

４６８億円４６８億円

６．６％６．６％

５５．４％５５．４％

９．４８％（速報値）
（１３．４５％ 速報値）

９．４８％（速報値）
（１３．４５％ 速報値）

個人投資型商品残高 １兆円

中小企業向け貸出金 １千億円増加

参 考参 考
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運用資産のボリューム／主な利益と経費

注：貸出金は国内店計数（除く預保・財務省向け）

運用資産ボリュームの推移

（平残：億円）

12 ,530

9 ,016

2 ,229 2 ,050

14 ,063 13,700
13,800

41 ,200

14 ,938
28 ,000

9 ,350

貸出合計

41 ,200
貸出合計

39 ,400
貸出合計

38 ,713

0

10 ,000

20 ,000

30 ,000

40 ,000

50 ,000

06 07 08 09年度

貸出金（県内法人） 貸出金（県外法人含むロンパ）
貸出金（個人） 公共
有価証券（ALL+ＰＥＦ等）

主な利益と経費の推移

役務利益、資金利益の増加により
コア業務純益は５００億円へ

役務取引（対06年度）
＋11億円の160億円

（億円）

資金利益（対06年度）
＋45億円の920億円

人件費（対06年度）
＋３億円の290億円

物件費（対06年度）
＋13億円の280億円

（個人）

（貸出金ＡＬＬ）

（法人）

875 888

149 154
160

920

290297287

280280267

468 455
500

-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

1 ,000

1 ,200

06 07 09年度

資金利益 役務利益 人件費
物件費 コア業務純益
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総預金・総貸出金と利ざや

16,295

13,000

15,000

17,000

06 07 08 09年度

総預金総貸出金利回り・預貸金粗利ざや（国内部門）

（％）

総預金・総貸出金残高推移（全店ベース）

（預金平残：億円）

（貸出金平残：億円）

預金金利上昇を上回る貸出金利回りの上昇により、利ざやは安定推移

中小企業向け貸出金（含む個人事業主、除く公社・地共）

（末残：億円）

51 ,203 52 ,0 20
53 ,9 00

35 ,5 83 36 ,100 37 ,0 00

20 ,0 00

25 ,0 00

30 ,0 00

35 ,0 00

40 ,0 00

45 ,0 00

50 ,0 00

55 ,0 00

06 07 08 09年度
ALL 個人

1.85

2 .12

2 .69

0 .09
0 .27

0 .83

1 .76 1 .85 1 .86

0 .0

0 .5

1 .0

1 .5

2 .0

2 .5

3 .0

06 07 08 09年度

貸出金利回り 預金等利回り 預貸金粗利ざや

早期達成目標：1千億円増加

39,166 40 ,0 00
41 ,8 00

9 ,0 15 9 ,3 00 10 ,0 00

0

10 ,0 00

20 ,0 00

30 ,0 00

40 ,0 00

06 07 08 09年度
ALL 消費者

主要目 シナリオ
無担保コール 08年度末1.50％まで順次上昇。以降横ばい推移。
TIBOR３M 08年度末1.80％まで順次上昇。以降横ばい推移。
10年国債利回り 08年度末2.25％まで順次上昇。以降横ばい推移。

主な前提条件
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豊富なリテールマーケット
○チャネル整備によりリテールマーケットのシェアアップ ○安定収益確保

◆「面営業」の強化 ◆スコアリング審査、営業支援システム導入による省力化
◆ビジネスローンセンター全県への拡充 ◆コンサルティング強化による高付加価値営業の実現

地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応 法人部門の取組み

長野県営業エリア

06/3末 県内当行既存取引先残高シェア（推定）

23

83

29

34

100

32

0

50

100

150

200

大規模 中規模 小規模

当行 他行

シェア
４６%

シェア
４１%

中・小規模のシェアＵＰ
により７百億円増加シェアップ

06/3末 県内当行未取引先数（推定）

新規開拓

大規模 約１５０先

中規模 約１３，０００先

小規模 約７６，０００先

５％開拓により
当行未取引先約4,000先×１０百万円

＝４百億円増加

営
業
営
業
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

ス
コ
ア
リ
ン
グ

ス
コ
ア
リ
ン
グ
審
査
本
格
展
開

ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
拡
充

88

25

95

32

0

50

100

150

200

中規模 小規模

当行 他行

シェア
４５%

シェア
４８%

百億円

百億円

県内潜在的マーケット
（１０百億円以上のマーケット）

注１：貸出金シェアは「従業員数」別にセグメントし、当行シェアを逆算して他
行シェアを算出した当行推定値

注２：貸出金には個人事業主向け貸出金含む
注３：事業所先数は、総務省事業所数統計（04/3時点）による
注４：従業員数別セグメント内訳

大規模：300人以上/中規模：10人以上～300人未満/小規模：10人未満

シェア
４７%
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長野県近隣（県外）営業エリア
総貸出残高と利回り推移

％

長野県近隣営業エリアの安定した成長
○近隣地域を重要な営業エリアとして位置づける

◆法人営業所による戦略的な事業所展開
◆営業人員の拡充
◆長野県とのリンケージを最大限活用

収益機会の拡大

億円

5,952

13,288

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

06/3 07/3

百万円：末残ベース、（ ）内は事業性先数

（１６０先）

残高7,336百万円増加
事業性先数100先増加

法人営業所実績推移
（川口・太田・国立・所沢）

（６０先）

地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応 法人部門の取組み

長野県近隣営業エリア

9,936

11 ,226

12 ,471 12 ,600

13 ,500

3 ,7363 ,537

2 ,729

1.447
1.396

1.698

0.9130.932

1.241

1 ,000

3 ,000

5 ,000

7 ,000

9 ,000

11 ,000

13 ,000

15 ,000

17 ,000

04 05 06 07 08 09年度

0

1

2

3

県外一般貸（除く公社・地共）

県外中小企業向け貸出金（含む個人事業主、除く公社・地共）

年度末時点約定利回り（除く公社・地共）
年度末時点中小企業約定利回り（含む個人事業主、除く公社・地共）
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758
949

1 ,233

214

203

92

0

500

1000

1500

2000

04 05 06 07 08 09年度

M&A・ビジネスマッチング等

シ・ローン、私募債、ファクタリング

地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応

法人部門の取組み
コンサルティングビジネス

483

692

1,033 1,050
1,100

0

500

1000

1500

04 05 06 07 08 09年度

百万円
法人役務収益の推移

「信州 食の商談会」開催（松本・飯田）

地銀５行共催「フードセレクション2006」開催

地銀４行共催「中国ビジネスマッチング商談会in上海」開催

デリバティブ収益百万円

合計
850

合計
1,152

合計
1,447

新たなニーズ ベースのニーズ

確定拠出年金
（401K）

シ･ローン
私募債

ファクタリング
債権流動化株式公開

ベンチャー支援

ビジネス
マッチング

M&A

PFIデリバティブ
関連

アグリ、医療・福祉
環境

高付加価値営業により総合金融サービスを提供

安定した収益源の確立

（収益額：百万円） 177 149 285

1,571件

8件／139億円

8件／85百万円

06年度05年度

727件

6件／198億円

9件／56百万円

ビジネスマッチングの状況

シ・ローン組成実績

M&A実績

04年度

80件

7件／120億円

年　　度

15件／83百万円

合計
1,600合計

1,500
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のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応

法人部門の取組み
国際業務

充実した海外拠点、有力外銀との提携により、県内進出企業を強力にサポート

～外為取扱高：約８０億米ドル ～地銀トップ水準～

25.8
27 .1

25 .7 26

28

16

18

20

22

24

26

28

30

0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 年度

82 78 80 82 85

0

20

40

60

80

100

120

0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 年度

（億円）

外為収益額の推移
（除くデリバティブ収益）

外為取扱高の推移
（除く資本取引）

（億米ドル）

充実した海外拠点 有力外銀との提携

ASEANエリア

シンガポール駐在員事務所
タイ（カシコン銀行駐在）

中国・香港エリア
上海駐在員事務所
香港支店（八十二亜洲有限公司）

・スタンダードチャータード銀行（英国）
・中国銀行（中国）
・カシコン銀行（タイ）
・中国工商銀行（中国）

アジアを展開を強力にサポート

・マレーシア ・インドネシア
・タイ ・ベトナム ・フィリピン
・シンガポール

約２５０社 約３００拠点

・中国 ・韓国 ・台湾 ・香港

約４８０社 約５８０拠点・インドおよびその他

７社 ７拠点

当行お取引先 アジア進出状況
（０６年１２月末時点）

約７３０社 約８８０拠点
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THE HACHIJUNI BANK,LTD.地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応

個人部門の取組み
ビジネスモデル

顧客経験価値の向上・継続的な収益の拡大

「お客さまが満足する」しくみ
・チャネルおよび営業体制の改革
・個人営業人員の説明力、提案力アップ

「お客さまの支持を高める」しくみ

・新型ポイントサービスの導入

・積極的なアライアンスにより、幅広い金
融サービスの提供

「お客さまを知る」しくみ
・本部マーケティング機能の強化
・営業支援システムの個人ビジネス対応
・お客さまとの「相談・提案接点」の拡大

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

フ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
化

（
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

フ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
化

（
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
）

Ｄ
Ｍ
（
郵
送
・E-M

ail

）

Ｄ
Ｍ
（
郵
送
・E-M

ail

）

Ａ
Ｔ
Ｍ

Ａ
Ｔ
Ｍ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化

ダイレクトチャネル

・個人営業専門拠点

設置

・営業機能の集中

・個人営業専門拠点

設置

・営業機能の集中

店頭契約システム導入

ア
ル
プ
ス
証
券
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
ル
プ
ス
証
券
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

対面チャネル

お客さまから「地域ナンバーワン」に評価される「生涯取引銀行」≪めざすべき姿≫

「ベースのお取引」 により安定収益を確保。「フローのお取引ニーズ」を捉え収益増加

お客さまのニーズを捉え、最適なタイミングに最適な金融サービスを最適なチャネルで提供する

お客さまに
最適なチャネルを提供

営業店
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THE HACHIJUNI BANK,LTD.地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応

個人部門の取組み
ライフステージ

当行取引者数

長野県人口構成

預金残高

投資型商品残高（保険除く）

個

人

ロ
ー
ン

住宅関連ローン残高

「かん太くん」残高

給振者数

年金受給者数

インバン契約者数

20代～ 30代～ 60代～40代～ 50代～ 当行取引状況

229千人 295千人 264千人 315千人 668千人 合計：1,773千人

1,390億円 3,555億円 4,275億円 6,242億円 16,266億円 合計：31,728億円

70億円 308億円 597億円 1,327億円 4,364億円 合計：6,666億円

預かり金融資産に占める割合 4%

157千人 231千人 203千人 230千人 394千人 合計：1,217千人

8% 12% 17% 21% 17%

134億円 1,714億円 2,455億円 1,954億円

26億円

1,277億円

44億円 37億円 32億円

114千人 144千人 124千人

9億円

121千人 61千人

--- 189千人

10,842人 26,746人 20,179人 12,079人 5,681人

合計：7,536億円

合計：148億円

合計：565千人

合計：189千人

合計：75,527人
6%

給振者／就業者

68% 78% 76% 73% 58% 68%

66% 62% 54% 46% 24% 49%

取引シェア

セット率 6% 11% 9% 5% 1%

---------

長野県人口
出所
総務省「国勢調査」
2005年度

就業者
出所
総務省「国勢調査」
2005年度

給 振 年 金

預 金

就 職 子女進学結 婚

住宅ローン

口座開設 ・ インターネットバンキング
一体型カード ・ 積 立 ・ 口座振替 等

退 職住宅取得

資産形成ニーズ
無担保ローンニーズ

資産運用ニーズ

ライフステージ

フローの
お取引ニーズ

ベースのお取引

基盤の契約

（０７年３月末現在）
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THE HACHIJUNI BANK,LTD.地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応 個人部門の取組み

ベース取引

充実した個人取引をベースに新たなサービスを展開
○住宅ローン分野を「拡大市場」から「安定市場」へ

◆充実した基盤取引をベースに新商品を積極投入

県内給振者数の推移

7,862

8,234

8,500

8,800

1 ,5 46
1 ,3 50

年率

8 .4%

年率

4 .7%

5 ,000

6 ,00 0

7 ,00 0

8 ,00 0

9 ,00 0

10 ,000

11 ,000

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

0

1 ,0 00

2 ,0 00

3 ,0 00

4 ,0 00

5 ,0 00

6 ,0 00

7 ,0 00

8 ,0 00

年間新規実行額（右軸）

億円億円・末残

577

585 585 586

570

580

590

600

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

（ 千人）

県内インターネットバンキング契約者数の推移

187 188
192

200

180

190

200

210

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

（千人）

県内 ６０歳以上年金指定者数の推移

住宅ローンの推移

邦銀初の証券化住宅ローン邦銀初の証券化住宅ローン

多機能型ＩＣカード戦略多機能型ＩＣカード戦略

個人新型店舗の設置（アルプス証券とのコラボレーション）個人新型店舗の設置（アルプス証券とのコラボレーション）

住宅ローンマーケットは年間約２，０００億円発生
今後３年は維持

県内他金による競争激化が予想され、住宅ローン
の伸びは緩やかになる見込み

住宅ローンマーケットは年間約２，０００億円発生
今後３年は維持

県内他金による競争激化が予想され、住宅ローン
の伸びは緩やかになる見込み

【住宅ローンマーケットと今後の外部環境】

563

1 ,000

1 ,4 00

754

400

800

1 ,2 00

1 ,6 00

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

（ 百人）

地銀トップ水準

新型ポイントサービス新型ポイントサービス
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(2000年)

（2005年）

（2010年）

団塊世代の
退職金マーケット

団塊ジュニア世代の
住宅ローンマーケット

長野県の人口構造の推移

注：１人当りの退職一時金は５百万円～１千万円と仮定

２００７年以降の団塊世
代の退職人数は、５年
間で約１５万人

長野県団塊世代
退職金マーケット
約７，０００億円

～
約１兆４，０００億円

地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応

個人部門の取組み
マーケット状況

団
塊
世
代
が
生
み
だ
す

退
職
金
マ
ー
ケ
ッ
ト

１，２７３～２，５４７２０１１年２５，４７１人１９５１年

１，３６４～２，７２８２０１０年２７，２８５人１９５０年

１，４９４～２，９８８２００９年２９，８８５人１９４９年

１，４４３～２，８８７２００８年２８，８７８人１９４８年

９５０～１，９０１２００５年１９，０１８人１９４５年

８２９～１，６５９２００６年１６，５９２人１９４６年

１，３３８～２，６７６２００７年２６，７６５人１９４７年

退職一時金

総額（億円）

６０歳

経齢年
就業者数誕生年
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2,859

564

696

4,1183,969

2,228

207

169

合計
9,000

合計
7,843

合計
6,968

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

06/9 07/3 08/3 09/3 10/3

公共債 投資信託 外貨預金 年金保険（時価ﾍﾞｰｽ）

投資型商品収益実績（ＡＬＬ）個人向け投資型商品残高の推移

（億円・末残）

4

32

11

10

15

3

40

15

合計
86

合計
73合計

69
合計
61

0

10

20
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40
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60

70
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90

100

05 06 07  08 09年度

公共債窓販 投資信託 外貨預金 年金保険

投資型商品収益内訳（通期ベース）投資型商品収益内訳（通期ベース）（億円）

地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応

個人部門の取組み
フロー取引

個人営業のチャネル整備により安定した伸びを確保
５月より長野県内ローンプラザ１０ヶ所で休日資産運用相談開始

目標
１兆円

※06/9より年金保険を時価ベースにて算出
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24 .8
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04 05 06
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リスク量 リターン RAROC

999
1,021 1,200

2,197
2,154 1,837 1,650
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1,039 1,182

1,050

9 ,8009,627 9,956 9,886

1,158

1.79 1.741.851.71

合計

13,700

合計
14,063

合計
14,170合計

13,665

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

17,000

04 05 06 07年度

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

円債 株式
外国証券 オルタナティブ運用
有価証券利回り(全店）

（％）

RAROCの実績

2.78
3.20 3.25

2 .02

2 .6 0
1 .3 4

1

2

3

4

05/3 06/3 07/3 08/3
円債 外債

（年） 債券デュレーションの推移

（％）

（億円）

有価証券残高の推移（平残ベース）

【ＲＡＲＯＣ＝部門損益／リスク量で算出】
０６年実績：２４．８％

【リスク量増加主要因】

マーケット動向による政策株式のリスク量が増加：４２７億円

株価上昇による影響度：約44％

ボラティリティ上昇による影響度：約56％

注：０７年度は計画値。利回りは利息分配金ベース。

注：部門損益は実現損益ベースの総合利回り、リスク量は９９％VaR（保有期間120
日）の年度平均

（億円・平残）

地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応 市場運用機能の強化①



29

THE HACHIJUNI BANK,LTD.

25 26 30

5 6

11

6

40

1

0

2

0

36

53

3231

0

10

20

30

40

50

04 05 06 07年度
アウトソーシング運用 不動産関連投資
PEF,その他
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アウトソーシング運用 不動産関連投資

PEF、その他 利回りB
利回りA

円貨有価証券（政策投資除く）ROAの推移

（％）

オルタナティブ運用残高・利回り・分配金の推移

（億円・分配金)

（億円・平残）

注：０７年度は計画値。利回りAは実現損益ベース、利回りBは実現損益＋評価損益

増減ベースの総合利回り。
注：０７年度は計画値。リターンは実現損益ベースの総合利回り。
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円債関連 株式関連

オルタナティブ ROA

140 143

170177

（億円・リターン）
(％・ROA)

地域・県民
のよりどころ

健全そのもの
コンスタントで

確実な収益体質

小気味よい
お客さま対応 市場運用機能の強化②
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業務運営

高いコンプライアンス意識
職員一人一人がいき
いきはつらつ責任を持

ちスピーディに行動 人・組織風土

従業員満足度向上
専門性高い人員増強
スピード感ある組織
お客さま志向の徹底

「長期人財育成プラン」の展開
採用・教育 新卒・中途、パート・スタッフ採用強化、ベース教育強化

成長 専門性強化の支援

活躍 誰もが活躍できる環境整備

女性の多様なセクションへの配属と管理職登用積極化

強いブランド力形成
ブランドおよびCSRの体系的取組実践

お客さま・地域に支持される企業イメージ確立
お客さまのイメージ、満足度を定期的に測定し
アクションに繋げるPDCAサイクル確立

活力溢れる組織風土の醸成
組織全体のコミュニケーション活性化
本部の風土改革（若手の積極登用）

高いコンプライアンス意識・行動の定着化

～やりがい・働きがいが実感でき、人が輝く組織へ～
～お客さまの視点、コンプライアンスを最重視する組織風土へ～

≪コンセプト≫
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事務・システム、事務体制

先進的で誇れるシステム
事務・システム

～誰もが間違いなくでき、人にやさしい事務・システム～
～システム企画・開発力の進化とともに、じゅうだん会共同化は新たなステージへ～

≪コンセプト≫

営業担当者の融資関連事務大幅削減
営業店の事務量大幅減少
負荷の少ない事務プロセス実現
システムにおいて地銀界で確固たる地位確立

融資業務の抜本的改革

融資事務・管理業務
最高水準のローコストオペレーションとオペリスク排除を両立

融資審査

スコアリング審査、稟議プロセスの見直しによる省力化実現

じゅうだん会共同化の
新ステージ展開

ノンカスタマイズの実現、分散システム共同化の推進
システム以外の共同化推進、投資・経費の更なる削減

システム企画・開発力の
進化と戦略的発展

「システム」発信を軸とした「八十二モデル」の構築
お客さま指向、ユーザーフレンドリーなシステム構築
戦略的な人材投入と育成

営業店事務の改革

事務プロセス 負担・事務リスク・量の徹底削減、分りやすい事務
店頭事務体制 「個人ビジネスモデル」の展開に連動した事務改革

人財 事務人材成長支援
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株主への利益還元

【配当方針】
当期純利益２００億円までは配当性向２０％を目安とし、当期純利益が２００億円を上回る場合には、

その上回り部分の３０％を目安に加算して配当をいたします。（注：１株当たりの配当の下限：年間５円）

【配当方針】
当期純利益２００億円までは配当性向２０％を目安とし、当期純利益が２００億円を上回る場合には、

その上回り部分の３０％を目安に加算して配当をいたします。（注：１株当たりの配当の下限：年間５円）

年度 内容 金額（年間配当）

90年度 記念配 +0.5円 （5.5円）

00年度 記念配 +2円 （7円）

03年度 増配 +1円 （6円）

04年度 増配 +0.5円 （6.5円）

05年度 増配 +0.5円 （7円）

06年度 増配 +2円 （9円）

記念配当・増配実績（１株当り、＋は対前期）

０６年度より業績連動型配当を実施

安定した業績のもと、バランスよく

利益還元を実施
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30.56

14.48 13.65
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当期純利益 配当性向（右軸）
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当期純利益と配当性向
億円

当期純利益と配当性向

２００億円

見通し

％

業績連動型配当導入
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本資料には将来の業績に係る記述が含まれています。

こうした記述は将来の業績を保証するものではなく、不確実性を内在するものです。

将来の業績は経営環境の変化等により異なる可能性があることにご留意下さい。

＜ご照会先＞

株式会社 八十二銀行 企画部 ＩＲ担当 内山

ＴＥＬ：０２６－２２４－５５１１
ＦＡＸ：０２６－２２６－５０７７

E- mail： takashi.uchiyama@82bank.co.jp

本資料には将来の業績に係る記述が含まれています。

こうした記述は将来の業績を保証するものではなく、不確実性を内在するものです。

将来の業績は経営環境の変化等により異なる可能性があることにご留意下さい。

＜ご照会先＞

株式会社 八十二銀行 企画部 ＩＲ担当 内山

ＴＥＬ：０２６－２２４－５５１１
ＦＡＸ：０２６－２２６－５０７７

E- mail： takashi.uchiyama@82bank.co.jp
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